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高校の英語学習に困り感のある生徒に対する音読指導の有効性  
― フォニックスとシャドーイングを用いて ― 
 
学習開発分野（16220906）藤 原 弓 子 
 
 グローバル化が進展する中,英語の実用的運用能力の習得が期待されている。一方で,英
語に苦手意識を持つ生徒も少なくない。英語学習者のつまずきは基礎的な英単語の読み書
きに起因し,改善には新たな手法を用いた指導が必要である。初歩的で段階的な英語の音韻
指導と,学習に特別な支援を必要とする生徒への手法を取り入れた授業を行った。英語の学
習に苦手意識を持つ英語学習者を意識した集団指導を行い,英文音読の力が向上したこと
を明らかにした。 
 
［キーワード］ つまずき, 高校, 英語, フォニックス, シャドーイング 
 
１ はじめに 
(1)問題の所在 
 筆者が私立高等学校で英語を指導していた際に,
中学校の英単語の習得につまずきを抱えた生徒が
毎年一定数確認された。高等学校の英語学習を思
うように進められず,学習意欲の減少や自己肯定
感を築くことが出来ない生徒も多かった。 
そこで,本研究では英語の初歩的な習得につま
ずきや困難を抱えた生徒を意識した,有効な英語
の集団指導方法を考えたい。 
 文部科学省(2015)「４．学習指導要領の理念を実
現するために必要な方策（英語関係）」によると,英
語の次期指導要領において,聞くこと,話すこと,
読むこと,書くことの４技能のうち,「話す」技能が
細分化され,「やり取り」と「発表」に分けられる。
高等学校では,ディスカッションやディベートな
ど,より高度な発信能力が求められる。 
 一方で,文部科学省 (2013)「教育振興基本計画」
によると,達成すべき英語の習得目標を中学校で
は英検３級取得程度,高等学校では英検２級,準２
級程度に設定している。 
しかし,文部科学省(2016)「英語教育実施状況調
査(中学校)」によると,それらの目標を達成した生
徒の割合は,中学校では 36.1%,文部科学省（2016）
「英語教育実施状況調査(高等学校)」によると,高
等学校においては 36.4%であることがわかった。 
 以上のことから,中学校における目標未達成率
は約64%,高校も同じく約64%が確認され,中学校の
目標未達成率が高等学校でも同様で改善されてい
ないことが明らかになった。また,高等学校では学
科によって英語の目標達成率に大きな差が生じて
いる。英語教育を主とする学科は 91.4%,国際関係
に関する学科は 77.8%と高い達成率になっている。
一方で,普通科は 47.1%,総合学科は 14.9%,農業・
工業・商業・水産など専門教育を主とする学科は
12.1%となっている。このように,普通科でも目標
達成率 50%も下回っており,専門教育を主とする学
科,総合学科では 15%を切っている。 
では,英語学習者の苦手意識はどこの段階で始
まるのだろうか。 
 ベネッセ(2009)が実施した,中学校２年生を対
象にした「英語学習のやる気アンケート」では,最
もやる気が高い時期を「中１の初めごろ」とする回
答が 43.6%に上る。しかし,英語を「とても苦手・
やや苦手」と回答した生徒は 61.8%確認された。そ
れらの生徒が,英語を苦手と感じるようになった
時期は,「中１の初めごろ」から「中１の後半」ま
でで７割になることが分かった。 
また,同調査で中学校教員を対象にしたアンケ
ート「生徒が抱える学習のつまずきの要因」に「単
語(発音・綴り・意味)を覚えるのが苦手」との回答
が６割以上確認された。 
この調査から,村上(2015)は「(1)学習者の躓き
は中学校初期に始まり，(2)その内容は初歩的な単
語の読み書きから，文法・英作文など多岐に及び，
(3)問題が定着したままその後の学力格差につな
がっていることが考えられる。」と分析し，さらに,
英語学習において,英語圏のディスレクシア児と
第二言語として英語を学ぶ日本の児童生徒の間で
類似点があることも指摘している。 
 文部科学省(2012)「通常の学級に在籍する発達
障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒に関する調査結果」によると,小・中学
校の通常学級の中で学習面に著しい困難を示す生
徒が約 4.5%確認された。 
 また,文部科学省（2009）「発達障害等困難のある
生徒の中学校卒業後における進路に関する分析結
果 概要」によると,発達障害等困難のある生徒の
内約 2.2%は高等学校へ進学し,高等学校において
も発達障害を抱える生徒が在籍していることが明
らかになった。 
(2)研究の目的 
本研究では,英語の集団指導において,英語の
初期段階でつまずきを抱えた生徒にも習得が可能
な音読の指導を検討する。その中で,フォニックス
などの音韻指導と特別支援の視点を取り入れた手
法とを組み合わせて指導し,その有効性を明らか
にする。なお,対象を高校生とする。 
 
２ 先行研究の検討 
村上(2015)は,英国における英語を母語とする
英語学習習得の調査から,学校教育低学年に音韻
認識,フォニックス,文字認識などの英語学習の基
礎習得を目指した体系的な指導が行われていると
している。そこで,日本においても第二言語として
英語を学習する学習者にも同様の音韻意識やデコ
ーディングなどの体系的な文字と音を認識する指
導の必要性を指摘している。特に,日本における第
二言語として英語学習者への段階的な発達に沿っ
た指導が重要であり,それらを習得せずにいると,
英語学習初期の問題が未解決のままになり,学習
者のつまずきが読み書きなど多岐に影響を及ぼす
と述べている。 
そこで,村上(2015)は第二言語として英語を習
得する学習者の初歩的なつまずきは,中学校の初
期の基礎的な単語の読み書きに始まるとし,改善
のため以下の２点の必要性について述べている。 
１点目は,英語の読みを習得する際に,音韻認識,
フォニックス,文字認識の論理的な音韻認識の読
み方の指導が必要であること。 
２点目は,英語圏のディスレクシア児の抱える
英語の学習取得のつまずきが,日本での英語学習
者のつまずきと類似していることである。 
このことは,英語を母語とする学習者において
さえ,音韻と文字認識の習得が難しいとされる。  
以上のことから,英語学習者の抱える初歩的な
つまずきの改善にはフォニックスなどの音韻指導
とディスレクシア児への指導を取り入れた指導が
求められると指摘している。 
ここで日本の小・中学校における特別な教育的
支援を必要とする児童生徒の状況を確認してみる。 
文部科学省(2012)「通常の学級に在籍する発達
障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒に関する調査結果について」によると,
通常学級において,特別な支援を必要とする児童
生徒の在籍が確認されている。先の調査では,学習
面で著しい困難を示す児童生徒の割合は約 4.5%と
一番大きい割合を占めていることが確認された。 
 学習面における児童生徒の困難の状況の基準は
「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論
する」などの６領域のうち,少なくとも一つの領域
で該当する項目がある一定上あるものとしている。 
文部科学省によると,学習障害 LD(Learning 
Disability ;以下 LDとする)の定義は「全般的な
知的な発達に遅れはないが,聞く,話す,読む,書く,
計算する又は推論する能力のうち特定のものの習
得と使用に著しい困難を示すもので,一部特別な
指導を必要とする程度のもの」である。 
 文部科学省(2012)の調査によると,学習面で著
しい困難を示す児童生徒に対し,「授業時間内に教
室内で個別の配慮・支援を行っていますか」との問
いに,「現在は行っていないが過去に行っていた」,
「行っていない」,「不明」が 55.3%にのぼること
が明らかになった。 
 渡邉ほか(2010)によると LD の児童生徒には視
覚・聴覚及び同時処理・継時処理において認知の偏
りが見られることが確認され,生徒の実態に合わ
せた指導が必要だと指摘している。 
藤田ほか(2011)は,中学生を対象に英単語の発
音指導においてフォニックス指導と日本語の読み
の関連を調査した。英単語においてフォニックス
を実践することでより多くの英単語読みを可能に
したと明らかにしている。しかし,この研究ではフ
ォニックスの指導が聴覚指導だけであり,視覚指
導での指導が英語の読みの習得にどのような変化
をもたらすかについての研究はされていない。 
 藤原(2016)では,英単語での音読の習得のため
のフォニックス音素指導のために,音素をイメー
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ジしやすいイラストを同時に提示してフォニック
ス音素の定着を図る指導を行った。指導後には,音
読が上達したと回答する生徒が増加し,意欲的に
授業に参加したり,リスニングを行ったりする波
及効果が確認された。しかし,この研究では音読の
上達は生徒の主観によるもので上達の度合いが不
透明である。また,音読が単語レベルではなく,長
い文章の音読への効果は確認されていない。 
 飯野(2014)は,非英語専攻の学生を対象に,シャ
ドーイング練習を行い,英文の話す技能での向上
を検討した。指導を行った学生にはシャドーイン
グに肯定的な認識が向上し,英語を話すことにお
いても達成感が向上したとしている。しかし,この
研究において,シャドーイング以前にフォニック
スの指導がされておらず,フォニックスとシャド
ーイングを合わせての指導の検証はされていない。 
 
３ 方法（実践） 
(1)対象：山形県内 A高等学校第１学年 A組 B組 
(2)教科名と単元及び指導期間 
指導時期：2017年 10月 10日から 11月７日 
コミュニケーション英語Ⅰで指導を行った。教
科書は『MY WAY English CommunicationⅠ』を使
用し Lesson４ Section１・２を指導した。 
(3)指導内容・指導方法 
上記記載の Section２でフォニックスとイラス
トを提示して音素の定着を図る指導を行う。 
 本研究ではフォニックスの音素を連想させるイ
ラストを用いて,フォニックス指導を行う。その後,
英文をシャドーイングし,英文の音読に向上が見
られるかを検討する。本来,シャドーイングとは英
文を見ずに,聞こえてきた英文をそのまま発音す
るものである。しかし,本研究においては,英文を
見ながらシャドーイングを行う指導を実施した。 
 教職専門実習Ⅲにおいても,教職専門実習Ⅱで
指導したフォニックス指導を行う。フォニックス
音素と発音がイメージしやすいイラストを提示し,
アルファベット音素の習得を促すものである。(図
１) 
A 組ではフォニックス指導を行った後,教科書の
英文のシャドーイングを行った。B 組では,これら
の手法は用いず,新出単語・英語本文の音読練習は
教員・ALT・聴覚教材により,新出単語は繰り返し練
習する方法を用い,教科書本文はスラッシュ・リー
ディングを行った。 
 
図１ フォニックスにイラストを提示した教材 
 
４ 結果 
(1)生徒が上達したいと思う英語４技能 
指導終了後,生徒に指導前後の自己変容について
のアンケート調査を行い集計と分析を行った。質
問項目「英語の４技能（聞くこと,話すこと,読むこ
と,書くこと）の中で上手になりたい技能を順に並
べ変えなさい。」の質問に,一番上手になりたい技
能に「話すこと」を挙げた生徒は 54.3%と半数以上
になった。二番目に「話すこと」を上手になりたい
と回答した生徒は 25.7%になった。つまり,80%もの
生徒が英語の「話すこと」に意欲があることが分か
った。(図２) 
 
図２ 上達したい英語４技能意識調査 
 
 
図３ 英語４技能中の意欲・関心調査 
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図４ A組指導前後の発音の変容 
 
図５ B組指導前後の発音の変容 
 
一方で,「英語の４技能(聞くこと,話すこと,読
むこと,書くこと)の中で,自分の得意技能を並び
替えなさい」との質問項目では,「話すこと」を一
番苦手な技能と回答する生徒が 65.7%,三番目に得
意な技能と回答した生徒が 17.1%に上った。英語の
「話すこと」を一番苦手・三番目に苦手と回答する
生徒は 82.8%確認された。(図３) 
(2)指導後の発音の変容 
 フォニックス指導とシャドーイング指導を行っ
た“ar”,“th”の発音変容は以下の方法で集計・
分析を行った。「“ar”の発音をすることができま
したか」との問いに,「上手に発音できた」「よく発
音できた」「あまり発音できなかった」「全く発音で
きなかった」の４つの選択肢から一つを選ぶ形式
で行った。フォニックス指導とシャドーイングを
行った A組では“ar”を「上手に発音できた」「よ
く発音できた」と答える生徒は指導前が 60%,指導
後には,85.7%になり,25.7%の増加が確認された。
指導前に“ar”の発音を「あまり発音できなかった」
「全く発音できなかった」と答える生徒は 40%,指
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導後には 14.3%になり,25.7%の減少が確認された。
(図４) 
 “th”の発音を「上手に発音できた」「よく発音
できた」と回答した生徒は指導前が 57.2%,指導後
には 88.6%になり,31.4%の増加が確認された。“th”
の発音を「あまり発音できなかった」「全く発音で
きなかった」と回答する生徒は指導前が 42.9%,指
導後では 11.4%になり,31.5%の生徒において改善
が見られた。 
 一方,フォニックス指導は用いず,シャドーイン
グのみを用いた指導において“ow”の発音を「上手
に発音できた」「よく発音できた」と回答する生徒
は指導前が 57.2%,指導後には 77.1%になり,19.9%
の増加が確認された。“ow”の発音を「あまり発音
できなかった」「全く発音できなかった」と回答す
る生徒は指導前が 42.9%,指導後は 22.9%で,20%の
生徒に改善が見られた。 
フォニックス指導とシャドーイング指導を行っ
ていない B組では,指導前に“ar”の発音を「上手
に発音できた」「よく発音できた」と回答した生徒
は65.8%,指導後では75.6%になり,9.8%の増加にな
った。指導前後で「全く発音できなかった」と回答
する割合に変化はなく,単語の発音につまずきを
抱えている生徒の改善にはつながらなかったこと
が明らかになった。(図５) 
(3)音読意欲の変容 
 指導終了後,生徒に指導前後における音読の意
欲変容についてアンケートを行った。「英語の音読
を意欲的に行いましたか？」との問いに,「大変意
欲的に行った」「少し意欲的に行った」「意欲的では
ない」「全く意欲的ではない」の４つの選択肢の中
から一つを選ぶ形式でアンケートを実施した。フ
ォニックスとシャドーイング指導を行った A 組で
は,指導前に「全く意欲的ではない」と回答する生
徒が３%,「少し意欲的でない」との回答は 17%確認
された。指導前では,音読そのものが得意ではない
との回答がおよそ 20%存在していることがわかっ
た。音読を「全く意欲的でない」「少し意欲的でな
い」と回答した生徒が指導後は,９%になり,指導前
後で 11%の減少が確認された。さらに,「音読を意
欲的に行ったか」の質問に,「大変意欲的に行った」
「少し意欲的に行った」と答える生徒は指導前が
80%,指導後には 92%になり,12%の増加が確認され
た。(図６) 
一方で,フォニックスとシャドーイング指導を
していない B 組においては以下の結果になった。
音読を「大変意欲的に行った」「少し意欲的に行っ
た」と回答する生徒は指導前が 81%,指導後は 83%
になり,２%の増加が確認された。音読を「全く意欲
的ではない」「少し意欲的ではない」は指導前が 20%,
指導後は 17%になり,３%減少した。(図７) 
 
図６ A 組音読に対する意識の変容 
 
 
図７ B 組音読に対する意識の変容 
 
(4)英語学習意欲の変容 
 フォニックス指導とシャドーイングを行った A
組において,英語の学習変容は以下の通りとなっ
た。英語の授業を「少し嫌い」「大嫌い」と回答す
る生徒が指導前に 52%,指導後には 20%で,32%もの
減少が確認された。また,英語の授業を「少し好き」
と回答する生徒は指導前に 40%,指導後には 71%に
なり,こちらも 31%の改善が確認された。(図８) 
 フォニックス指導とシャドーイング指導を行っ
ていない B 組の学習意欲の変容は以下の通りであ
る。指導前後に英語学習を「大嫌い」回答した 10%
の生徒に変化はなく,学習を「少し嫌い」と回答す
る生徒は微弱ながら５%の増加が確認された。「少
し好き」と回答した生徒は,指導前では 54%,指導後
には 49%となり,５%減少が確認され,英語学習の意
欲向上にはつながらなかった。(図９) 
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 図８ A組における英語学習意欲の変容 
 
 
図９ B組における英語学習意欲の変容 
 
(5)生徒の音読調査から 
A組・B組両クラスから各 1々0名を抽出して音読
調査を行い,Lesson４の Section１と Section２で
の発音の変容を考察した。Section１で音読した英
文の英単語数は 88,Section2は 84である。B組で
はフォニックス指導とシャドーイングを行ってい
ない。A 組は Section１では B 組同様の指導を行
い,Section２においてフォニックス指導とシャド
ーイングを用いた。音読するにあたり,着目した点
は以下の４点である。アクセント,やり直し,読み
間違い,ためらい,フォニックスを指導した“th”,
“ar”である。ためらいとは,読めないと思われる
単語の時にある少しの沈黙を指す。音読をして,上
記の誤りがある場合の数を数え記載する。 
Section１を音読した A 組ではアクセント 9 回,
やり直し２回,ためらい５回。B組はアクセント 12
回,やり直し９回,ためらい６回となった。(図 10)  
フォニックス指導とシャドーイングを行った
Section２のA組ではアクセント11回,やり直し５
回,ためらい 22回,“th”２回,“ar”３回の読み間
違いがあった。B組においては,アクセント 18回,
やり直し 15 回,ためらい 20 回“th”１回,“ar”
 
図 10 Section１の音読調査 
 
 
図 11 Section２の音読調査 
 
３回となった。(図 11) 
 また,一人ひとりに音読の録音をした際に印象
的な場面が３点あった。 
１点目は,音読の録音を行った生徒全員が録音
前に最低５分以上かけて音読調査の練習を行って
いたことが挙げられる。音読調査の協力は成績な
どに影響しないと生徒には伝えていた。その上で,
どの生徒も積極的に音読の練習を行う姿は筆者の
想定していないことであった。 
２点目は,音読の録音前に発音の練習をしてい
る場面である。フォニックス指導とシャドーイン
グを用いていないB組の生徒は,読めるかどうか不
安な単語があると,その質問を筆者に聞きにきて
いた。一方で,フォニックス指導とシャドーイング
指導を行ったA組の生徒は,読み方が心配な単語は
他の生徒に聞き,生徒同士で発音をリピートして
練習する姿が半数以上確認された。 
３点目は,どの生徒も必ず音読をした後の音読
の出来を指導者に尋ねていた。例えば,どの発音が
上手に出来ていて,やや指導が必要な単語はどの
部分かを指導すると,熱心に聞き入っていた様子
が確認された。 
  
５ 考察 
 本研究から以下３点について述べる。 
１点目は,フォニックス指導とシャドーイング
を用いた指導前後の発音の有効性についてである。
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において“ar”,“th”,“ow”,“spr”それぞれの
発音を指導前後で「上手に発音できた」と回答した
増加の割合が平均で 20%になった。一方,フォニッ
クス指導とシャドーイングを使用しなかった B 組
において,先の発音の「よく発音できた」と指導後
に回答する平均増加率は約８%にとどまった。A 組
と B組の増加率の差は約 12%になり,本研究の手法
が音読の上達につながったといえる。 
 さらに,音読に対する意識の変容アンケートの
「英語の音読を意欲的に行いましたか？」との問
いに,「大変意欲的にした」と回答した生徒は A組
では 46%,B組では 39%になり,両クラス間で学習の
意欲向上に 7%の相違が生じた。 
 特に,フォニックス指導とシャドーイングを行
わなかった B 組において,“ar”,“th”,“ow”,
“spr”の発音を「全く発音できなかった」と回答
する生徒は指導前後で 2.4%おり,一般的な音読練
習だけでは,初期英語学習の音読につまずきを抱
えた生徒の音読の改善にはつながらなかったとい
える。 
 また,B組における学習意欲の変容調査から,「非
常に好き」「少し好き」と回答する生徒は指導前後
で５%の減少が確認された。 
 先に述べたように，村上(2015)は,初期の英語学
習におけるフォニックス指導の有効性を指摘し， 
飯野(2014)は,シャドーイングを用いることで英
語を話す意識の向上にもつながったと報告してい
る。このことは,フォニックスとシャドーイングの
両方を用いた本研究においても，発音の向上及び
英語の学習意欲の向上が確認され,その有効性が
明らかになった。 
 一方で,英文の音読中に生徒の発音につまずき
が見られた単語は“comfortable”,“patient”な
どである。特に,“comfortable”の,下線の部分の
発音が食卓を意味する“table”の発音と同じよう
に発音する事例が見受けられた。他にも ,
“environment”のように,やや長い単語の場合に
音読につまずきが確認された。これらの場合,やや
長い単語の音節がどこにあるのかを理解していな
いため,手がかりとなる発音から考えても,英単語
そのものの発音が想像できずにつまずきを抱えて
いるように観察された。そのため,やや長い単語の
音読の習得に向けたライムの指導や音節の説明な
どと合わせたシャドーイングが必要と考える。 
 ２点目は,音読調査についてである。フォニック
ス指導とシャドーイングを用いなかったB組では,
一人ひとりがそれぞれ音読の練習をし,発音に不
安のあるところを,筆者に尋ねるなどして解決し
ていた。一方で,フォニックス指導とシャドーイン
グを用いた A 組においては,音読を録音する前に,
生徒同士でわからない単語を教えたり聞いたりし
ている場面が何度も見受けられた。例えば,“warm”
の読み方がわからない時に,“leg warmer”など身
近で,カタカナ英語として使用しているものを手
掛かりにして,カタカナ発音から“warm”の発音を
教えている場面があった。 
 このことは,フォニックスとシャドーイングに
より円滑に音読ができるようになり，発音に自信
を持てるようになった生徒が,身近なものを例に
出して,英語の発音を教えていたと考えられる。 
 ３点目は,音読調査において,着目した調査項目
だけでは見取れない生徒の音読の姿があった。例
えば,発音を先のように間違えても,音読を止まる
ことなく進める場面があった。他にも,音読調査の
後に,調査に協力してくれた生徒のほとんどが,音
読の良い点や改善点についてアドバイスをすると
真剣に聞き入っている姿なども見られた。これら
の意欲的に音読したいとする生徒の行動や様子は,
着目した調査項目では見取ることができなかった。
そのため,新たな音読の項目の再検討が必要であ
る。また,プレテスト，ポストテストの形で音読調
査を行うことや,その結果を受けて，定期的な音読
の指導を受ける機会を設ける必要があると考える。
音読調査を行うことで,一人ひとりが意識して音
読を行い,それぞれの生徒に合わせた指導をもら
うことで,より効果的で,生徒の音読意欲向上につ
ながると考える。 
 
６ おわりに 
 本研究の目的は，英語学習初期段階でつまずき
を抱えた生徒に，フォニックス指導とシャドーイ
ングを行うことで,より円滑な英文の音読につな
げることを目的とした。実践の結果，フォニックス
指導とシャドーイングを行うことで，生徒自身が
英語の発音が上達したと回答し,また,音読に対す
る学習意欲も向上することが明らかになった。 
 今後の課題は２点ある。 
 １点目は,音読を手掛かりにして４技能へつな
ぐことである。英単語や英文を読めるようになっ
た力を,例えば,自分の自己紹介を話せるようにな
るなど,他の領域に活かす授業づくりが必要にな
る。 
 英語の次期学習指導要領では話すことが細分化
され,校種が上がるごとに英語で発信する能力が
求められる。自己のものとして,英語で発信する能
力の育成は喫緊の課題と言えよう。 
 ２点目は,初期英語学習者のつまずきを防ぐた
めの取り組みの必要性である。本研究において,初
期英語学習者につまずきを抱える生徒にも習得が
円滑にできる音読指導を行った。これらの手法は,
音韻と文字認識に有効な手立てである。そのため,
英語学習の初期段階である中学校において指導を
行うことで音韻認識と文字認識がより円滑になる
のではないかと考える。そのために,中学校と連携
するなどして,より初期の段階において音韻認識
と文字認識の指導を行う必要性があると言える。 
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